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記 者 発 表 資 料 

『鬼怒川緊急対策プロジェクト着手式』のお知らせ 

 
 

平成２７年９月関東・東北豪雨で大きな被害を受けた鬼怒川下流域において 

国、茨城県、常総市など７市町が主体となり、ハード・ソフトが一体となった 

緊急的な治水対策 『鬼怒川緊急対策プロジェクト』 を実施するにあたり、 

下記のとおり『着手式』を開催しますのでお知らせします。 

 

記 

１．日  時  平成２８年１月１１日（月） １４時００分～１４時４０分（予定） 

２．場  所  常総市地域交流センター（別図のとおり） 

        茨城県常総市新石下２０１０ 

３．主  催  茨城県、結城市、下妻市、常総市、守谷市、筑西市 

つくばみらい市、八千代町、関東地方整備局 

４．式典概要  主催者挨拶、来賓挨拶、プロジェクト概要説明 等 

５．そ の 他  会場の都合により一般の方のご来場は出来ませんので、あらかじめご了承下さい。 

        また、報道機関の方は、別添様式にて事前登録頂きますようお願い致します。 

 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 埼玉県政記者クラブ 

茨城県政記者クラブ 栃木県政記者クラブ 筑西市記者クラブ 

宇都宮市政記者クラブ 取手記者会 筑波研究学園都市記者会 

 

問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 河川部 
河川調査官   高橋 伸輔 
河川計画課長  出口 桂輔 
ＴＥＬ ０４８－６００－１３３５ 

下館河川事務所 

激甚災害対策特別緊急事業推進室長 

須藤 純一 

ＴＥＬ ０２９６－２５－２１７３ 
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　　　　　　平成２８年１月１１日（月）の「鬼怒川緊急対策プロジェクト着手式」につきまして、

　 　　　　　　参加を希望される報道機関におかれましては、事前に登録をお願いします。

１．報道機関名

２．氏名等

連絡先（電話番号） メールアドレス 人数
（代表者を含む）

３．送付先

４．事前登録に関する問い合わせ先

国土交通省　関東地方整備局

河川部　河川計画課　建設専門官　小池　聖彦

ＴＥＬ：０４８－６０１－３１５１（代表）　内線：３６１３

ＴＥＬ：０４８－６００－１３３５（直通）

事前登録書

ＦＡＸ送信期限：平成２８年１月６日（水）　１８：００まで

ＦＡＸ：048-600-1378

平成27年12月16日

国土交通省　関東地方整備局

ご氏名
（代表者のみ）
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鬼怒川緊急対策プロジェクト対象区間

鬼怒川緊急対策プロジェクト

■住民の避難を促すためのソフト対策を沿川自治体と連携して実施。■再度災害防止に必要な河川整備を緊急的、集中的に実施。

鬼怒川下流域（茨城県区間）において、「水防災意識社会」の再構築を目指し、国、茨城県、常総市など
７市町が主体となり、ハードとソフトが一体となった緊急対策プロジェクトを実施

【ハード対策】（事業費合計 約６００億円）

（例）市町、水防団、地域住民等との『共同点検』のイメージ

【八間堀川等（補助事業等：茨城県）】
○主な事業内容
・堤防整備（かさ上げ・拡幅）
・河道拡幅

○事業期間
・平成２７年度～平成２９年度

○事業費合計
・ 約２３億円

○実施事業
・河川改修事業
・河川災害復旧事業（補助・県単）
・河川等災害関連事業

【鬼怒川（直轄事業：国土交通省）】
○主な事業内容
・堤防整備（かさ上げ・拡幅）
・河道掘削

○事業期間
・平成２７年度～平成３２年度

○事業費合計
・約５８０億円

○実施事業
・河川激甚災害対策特別緊急事業
・河川災害復旧事業
・河川大規模災害関連事業

【ソフト対策】（円滑な避難の支援）

○主な実施内容
・タイムラインの整備とこれに基づく訓練

・市町、水防団、地域住民等

が参加する危険箇所の

『共同点検』の実施

・ハザードマップ及び家屋

倒壊危険区域の公表と

住民への周知とこれに

基づく訓練
・関係機関の参加による
広域避難に関する仕組
みづくり

はち けん ぼり

kt670416
テキストボックス
　参　考



『鬼怒川緊急対策プロジェクト』（ハード対策）

□河川激甚災害対策特別緊急事業
事 業 概 要：洪水等による激甚な災害に対して、概ね５年間の緊急的な集中投資による河川改修

により再度災害防止を図る事業。
事 業 内 容：堤防整備（堤防のかさ上げ、拡幅）、漏水対策 等
全体事業費：約４４８億円※1

実 施 期 間：平成２７年度～平成３２年度（６年間）
※1：平成２７年度災害対策等緊急事業推進費（約３９億円）を含む

□河川災害復旧事業
事 業 概 要：洪水等により被災した施設を原則として原形に復旧する事業。
事 業 内 容：決壊した堤防の復旧（堤防のかさ上げ、拡幅）、漏水が発生した堤防の対策
全体事業費：約６６億円
実 施 期 間：平成２７年度～平成２８年度（２年間）

□河川大規模災害関連事業
事 業 概 要：堤防の整備水準を大きく上回る大規模な洪水による災害が発生した河川において、

被災施設の原形復旧のみでは必要な治水安全度が得られない場合に、河道掘削
などの河川改修により再度災害防止を図る事業。

事 業 内 容：河道掘削等
全体事業費：約６４億円
実 施 期 間：平成２７年度～平成３２年度（６年間）

□河川改修事業
事 業 概 要：自然災害により被災した地域において、再度災害の防止対策を迅速に実施し、住民の安全・

安心の確保に資する事業。

事 業 内 容：堤防整備（堤防のかさ上げ、拡幅）、 河道拡幅 等

全体事業費：約１７億円※２

実 施 期 間：平成２７年度

※２：平成２７年度災害対策等緊急事業推進費による

□河川災害復旧事業
事 業 概 要：洪水等により被災した施設を原則として原形に復旧する事業。

事 業 内 容：決壊した堤防の復旧（堤防のかさ上げ、拡幅） 等

全体事業費：約２．１億円

実 施 期 間：平成２７年度～平成２９年度（３年間）

□河川等災害関連事業
事 業 概 要：被災施設の原形復旧のみでは効果が限定される場合等において、未災箇所を含めて

改良復旧することにより再度災害を防止する事業。

事 業 内 容：堤防の整備（堤防のかさ上げ）、河道の拡幅 等

全体事業費：約１．２億円

実 施 期 間：平成２７年度～平成２９年度（３年間）

□県単河川災害復旧事業
事 業 概 要：国補助の災害復旧事業の採択要件に合致しない小規模の被災箇所等を復旧する事業

事 業 内 容：堤防の法崩れ等の復旧

全体事業費：約２．２億円※鬼怒川流域全体

実 施 期 間：平成２７年度

特に被害の大きかった鬼怒川下流域において、「平成２７年９月関東・東北豪雨」が再び起こった場合に被
害が発生しないよう、鬼怒川で河川激甚災害対策特別緊急事業等を活用し、堤防整備（かさ上げ・拡幅）、漏
水対策、河道掘削等を実施するとともに、八間堀川で堤防整備（かさ上げ・拡幅）、河道の拡幅等を実施する
など、緊急的・集中的に治水対策を実施します。

【鬼怒川（直轄事業：国土交通省）】

【八間堀川等（補助事業等：茨城県）】



『鬼怒川緊急対策プロジェクト』（ソフト対策）

「平成２７年９月関東・東北豪雨」で多数の孤立者が発生したことを踏まえ、『避難勧告に着目したタイムラ
イン』の整備とこれに基づく訓練の実施、関係機関の参加による広域避難に関する仕組みづくりなど、住民
の避難を促すためのソフト対策を進めます。

■『避難勧告に着目したタイムライン』の整備とこれに基づく訓練の実施

■洪水に対しリスクが高い区間について市町、水防団、地域住民等との『共同点検』を毎年開催

■最大クラスの洪水に対応した洪水浸水想定区域図、ハザードマップ、決壊地点毎に想定した時系列
の氾濫シミュレーション、家屋倒壊危険区域等のホームページ等での公表と住民への周知とこれに
基づく訓練の実施

洪水浸水想定区域図
（想定しうる最大規模
降雨で国が作成）

洪水ハザードマップ
（市町が作成）

避
難
に
必
要
な
情
報
等
を
記
載

決壊地点毎に想定した時系列
の氾濫シミュレーション

家屋倒壊危険区域
氾濫水により家屋倒壊のおそれ
がある区域

※家屋倒壊危険区域の表示はイメージ



「平成２７年９月関東・東北豪雨」による鬼怒川における被害の状況

「平成27年9月関東・東北豪雨」により、鬼怒川では、鬼怒川水海道水位観測所において観測記録史上第一位の水位
を記録する出水が生じ、堤防決壊、溢水により甚大な被害が発生しました。また、八間堀川では、堤防決壊等により甚
大な被害が発生しました。

常総市役所

鬼怒川 浸水状況（左岸12k付近）

①

溢水箇所

鬼怒川 浸水状況（左岸25k付近）

③

溢水箇所

鬼怒川 浸水状況（右岸41k付近）

⑤

溢水箇所

鬼怒川 浸水状況（左岸33k付近）

④

鬼怒川 浸水状況（左岸44k付近）
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⑥

平成27年9月関東・東北豪雨における出水の特徴：

・鬼怒川では、鬼怒川水海道水位観測所において、約５
時間にわたって計画高水位を上回る水位を継続。

・八間堀川では、自己流に加え鬼怒川の氾濫水が流入
し、計画高水位を上回る水位を継続。

鬼怒川、八間堀川沿川における被害状況：

・鬼怒川では、１箇所の堤防決壊、７箇所の溢水が生じ
たほか、堤防の漏水や護岸崩壊などの被害が発生。

・八間堀川では、３箇所の堤防決壊や護岸崩壊などの
被害が発生。

・これにより、常総市の1/3にあたる約40km2の浸水する
とともに、鬼怒川沿川で家屋・事業所が約9,300戸の浸
水する等の被害が発生。

鬼怒川浸水戸数等（家屋・工場事業所等）

H27.9出水 鬼怒川

浸水面積（ha） 4,082

全壊戸数（戸） 12

半壊戸数（戸） 2

床上浸水（戸） 5,909

床下浸水（戸） 3,358

合計（戸） 9,281

※浸水戸数は国土交通省による調査結果

鬼怒川 堤防決壊状況（左岸21k付近）
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八間堀川 浸水状況（相平橋付近）
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